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〇 「１年間を振り返って」         副学校長兼教務課長 佐藤 とも子 

４月から富良野の住民になり、１年が経とうとしています。学校教育のシステムも

わからない状況で職務に就く不安が大きく、教育カリキュラムについては大学院で勉

強をさせていただきました。週３日 1 時間ほど早めに学校を出て、旭川に通学する

日々が１０月まで続き、学校の周囲の方には大変な負担をかけていたと思います。 

教員の方々の授業の準備や実習時の学生への指導など真摯に学生と係わっている

姿を目の当たりにして教育の難しさを認識し、自分の姿勢を改めて振り返る機会にな

りました。教務課長としての業務である外部への講義の依頼、時間割作成や行事の進

め方など教えていただきながら行ってきました。周囲の方々のご協力、ご配慮があっ

てこそやってこられたと深く感謝いたします。今後も、周囲の方々にご協力をいただ

きながら頑張っていきたいと思っておりますのでよろしくお願いいたします。 

◇◇◇ 卒 業 を 迎 え て ～ 第 16期生卒業生のことば ◇◇◇ 

□ 終わりの見えない７クールの連続実習が終わり、とうとう卒業を迎えました。連続実

習では、辛いことや悲しいこと、悔しいことなど沢山の困難がありました。しかしその

中で、患者様や患者様の家族の方、指導を頂いた病棟スタッフの方々、先生方より今ま

での自分に足りなかった多くの事を学ばせて頂くことができました。私が実習の中で特

に印象に残っていることは、初めての実習、初めての患者様に「ありがとう」という言

葉を頂いた時の事です。まだ何も分からず何もできない自分に患者様からお礼の言葉を

頂き、とても情けない気持ちと共に感動を覚えました。この気持ちを忘れずに今度は自

分が看護師として働く事で、今まで関わった方々に恩を返せるよう努力していきたいと

思います。                            奥   友哉  

□ ３年間の学校生活は、長いようであっという間に過ぎてしまいました。初めての体験

ばかりで戸惑いが多かった1年生、講義や実習等がより難しくなり悩みや不安で一杯だ

った2年生、連続実習や国家試験等で多くの困難があった3年生。どの時期にも様々な

苦労がありました。しかし、曲がりなりにも頑張って来たという充実感を得られ、また

ここまで支えて頂いた先生方や指導者の方々、3年間ともに頑張って来た１６期生のみ

んなへの感謝の気持ちで一杯です。いよいよ卒業を迎え、無事に国家試験を合格できれ

ば就職することになりますが、期待とともに不安もあります、しかし、この3年間で学

び、培ってきたことを忘れずに今後も努力していきたいと思います。  西村 孝次 
 



・・・SCHEDULＥ・・・  ３／2～４／６の行事・動向 

□ ３／２（金）1年生基礎看護学Ⅱ実習終了 

□ ３／７（水）祝 富良野看護専門学校第16期生卒業式 謝恩会（ニュー富良野ホテル）  

□ ３／12（月）ケーススタディー発表会（再） 

□ ３／15（木）～４／２（月）春季休業 

□ ３／26 （月）第101回看護師国家試験合格発表 

□ ４／４（水）富良野看護専門学校第19期生入学式    

□ ４／５（木）～６（金）新入生宿泊セミナー（ハイランドふらの） 

               耳よりヘルシー ＨＥＡＬＴＨＹ トピックス  

■ 「携帯・ＰＣ依存症」にならない！ 近頃は、街中、乗り物の中、仕事中など色々

な場で肉声の会話よりも携帯電話やパソコンと関わる時間がとても長いのが一般的傾

向で、一昔前には想像できなかったことです。メールやブログの対人関係上の役割は否

定できないものの、即返（応）を意識するとその内容や返信の有無に神経質になり過ぎ、

「いつも気がかりで落ち着かない」のも事実。たまに携帯もＰＣも忘れて一人きりを味

わうことが大切かもしれません。 （参考 道新「ふわっとライフ」香山リカＨ24．2.14） 

      †††  あ・ん・て・な  ANTENNA  ††† 

□ 「３年生の特別講義（２／28）・マナー研修（３／１）」より   

国家試験受験を終え、卒業を目前の３年生を対象に２つの講義、研修が実施されました。

北海道看護協会の平山妙子会長を迎えた特別講義では、「看護職として求められるもの」 

と題し、広い視野で看護界の現状と課題、看護師に求められる役割や期待への鋭く重みあ

る内容に、今後の自己のあり方を考える絶好の機会となりました。オフィスフォージェミ

ネートの高橋好志子代表には、今後、社会人、特に看護職としての日常勤務上の礼儀作法

や接遇の心構えに生きる細かな気配り・目配りを厳しく諭され、改めて「目からウロコ」

の感がありました。学習の成果を生かし、全員が晴れて立派な新人看護師として活躍を！ 

   ささやき  Ｓ＆Ｔ ・・・ 学生の、教員の、みんなの声 

Ｓ： みんな卒業おめでとう。長いようであっという間の3年間だったね。落ちませんよう 

にって毎日願った連続実習*国試も無事終わりましたね。結果はまだわからないけど！！ 

きっと今年も100％だ☀ これからもずーっとよろしくね。みんなで優しい看護師さん 

になろう。（３年寺本 麻美） 

S：２年生最後の実習が終わり、一息ついたのもつかの間で、事例提出やグループワークな

ど忙しい日々を過ごしています。1つ 1つの課題を頑張りたいと思います。（2年Y・T） 

T：３月７日 ３年生 26名が山あり谷ありの学生生活にピリオドを打ち、わが校を旅立っ 

ていきます。26名との３年間の思い出を振り返ると、ちょっとだけ寂しい気持ちになり 

ます・・・（涙）最後に心の底から、おめでとう！頑張ったね！お疲れさま！という言葉 

を贈りたいと思います。（教員 高橋 久仁子）* ３／１（木）千葉県館山病院から南房総 

の路地花が贈られ、ロビーでは春の訪れを感じます。心から感謝いたします。（学校長） 

 


